
与皮膚局部の硬醇、損瘍  

症脚し  

痔、P呼吸  
不棟軋呼駄呼吸  
困敗フ摘卿敗●軟  

L   
経口   

ICRマウス   
5，400   

便・偶僻軒立   

僻刷物  雌雄各10匹  5，170   
諷体重増加鵬制  

死亡例で胃・日  

血及馳」勝  

ターヅ磯村ヒ生存齢で  

即p   

注）溶媒として1）は補助剤（Carplexi椙0、Sorpol．5029－0、SanXP－201及びRadiolite＃200）を、  
カはコーンオイルを、それ以外は10％TⅣeen80水溶液を用いた。  
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10．囁い皮膚に対する刺激性及び皮膚惑作性讃横  

目本白色種ウサギ（雄）を用いた眼及び皮膚一次刺激性試験が実施された。ウ   

サギの眼に対して軽度の刺激性が認められ、皮膚に対する刺激性はなかった。  

Ha鵬1eyモルモット（雄）を用いた皮膚感作性試験（Buebler法）が実施され   

ており▲、試験結果は陰性であった。（参照2）  

11．亜急性毒性試頗  

（1）28日間亜急性毒性試験（ラット）（参考）  

Fis血erラット（一群雌雄各6匹）を用いた混餌（原体：0、300、1，000、3，000、   

10，000及び30，000ppm）投与による28日間亜急性毒性試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表9に示されている。  

本試験において、300ppm以上投与群の雄にMCVの減少等が、1，000ppm以   

上投与群の雌に肝比重量1）増加が認められたので、無毒性量は雄で300ppm未満、   

雌で300ppm（24．4mg耽g体重／日）であると考えられた。（参照2）  

表9 28日間亜急性毒性試験（ラット）で認められた毒性所見  

雄   雌  

・体重増加抑制  

・Hb、RBC減少  

・甲状腺濾胞上皮細胞肥大  

・PI∬、1ⅣBC増加   ・食餌効率低下  

・GGT増加、Glu減少   ・TP、Alb、Ca増加  

・甲状腺絶対・比重量増加   ・TG減少、直接ビリルビン増加  

・肝絶対重量増加  

・Ht減少   ・Gbb、GGT増加  

・TG減少、直接ビリルビン増加  

・肝絶対重量増加   

・Glob増加  ・肝比重量増加  

・肝比重量増加  

・小葉辺縁性肝細胞肥大  

・MCV減少   300ppmにおいて  

・TP、Alb、TIChol、Ca増加  毒性所見なし   

投与群  

30，000ppm  

10，000ppm以」  

3，000ppm以上  

1，000ppm以上  

300ppm以上  

（2）90日間亜急性毒性試験（ラット）   

Fiscberラット（一群雌雄各20匹）を用いた混餌（原体：0、100、300、1，000   

及び3，000ppm）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表10に示されている。  

全投与群の雌雄において血清中塩素イオン（Cl－）の増加がみられたが、これは  

1）体重比重量を比重量という（以下同じ）。  
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プロモプチド由来の臭素イオン（Brう の干渉作用によるものと考えられた【15．  

（1）参照】。また、全投与群の雌雄に盲腸絶対・比重量の増加が認められたが、病  

理組織学的検査において異常はみられず、毒性変化とは考えられなかった。   

本試験において、300ppm以上投与群の雄に肝比重量増加等が、100ppm以上  

投与群の雌にMCV減少が認められたので、無毒性量は雄で100ppm（6．71m釘kg  

体重／日）、雌で100ppm未満であると考えられた。（参照2）  

表10 90日間亜急性毒性試験（ラット）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

3，000ppm  ・死亡（1例）   ・尿失禁、陰部の汚れ  

・体重増加抑制、摂餌量減少   ・体重増加抑制、摂餌量減少  

・飲水量増加   ・腎比重量、副腎比重量、甲状腺絶対・  
・u）Ⅱ増加   比重量増加   

1，000ppm  ・MCV減少   ・肝絶対・比重量増加   

以上   ・TP、A払、Ca増加  

・肝絶対重量増加  

・腎比重皇、副腎比重量増加   

300ppm   ・肝比重量増加   ・Ht、Hb減少   

以上   ・下垂体比重量増加   

100ppm   100ppmにおいて   ・MCV減少   

以上   毒性所見なし   

（3）訓）日岡亜急性毒性試験（イヌ）  

ピーグル犬（一群雌雄各4匹）を用いたカプセル経口（原体：0、100、300及   

び1，000m釘kg体重／日）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表11に示されている。   

本試験において、 300mg耽g体重／日以上投与群の雄及び1，000mg肱g体重／目   

投与群の雌にALP増加等が認められたので、無毒性量は雄で100m釘kg体重／日、   

雌で300mg肱g体重／日であると考えられた。（参照2）  

表1190日間亜急性毒性試験（イヌ）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

1，000政体罫日   ・TBil増加（直接ビリルビン増加）  ・ALP増加  

・肝比重量増加（1例）  

・肝腫大、小葉俊明瞭  

・び漫性肝細胞空胞化、  

肝細胞単細胞壊死   

300嘘体暫目以上  ・ALP増加   300mg瓜g体重／日以下  

100嘘休診日   毒性所見なし   毒性所見なし  
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12．慢性毒性試験及び発がん性試験  

（1）1年間慢性毒性試験（イヌ）  

ピーグル犬（一群雌雄各4匹）を用いたカプセル経口（原体：0、3、30及び   

300mg肱g体重／日）投与による1年間慢性毒性試験が実施された。  

300m釘kg体重／日投与群の雄において、甲状腺絶対・比重量の有意な増加が   

認められたが、病理組織学的に異常が認められなかったことから、毒性学的意義   

はないものと考えられた。同群の雌では、体重の減少または増加抑制傾向がみら   

れ、血液生化学的検査でGluの減少が認められた。  

本試験において、雄ではいずれの投与群でも毒性学的に有意な変化は認められ   

ず、300mg肱g体重／日投与群の雌でGlu減少等が認められたので、無毒性量は雄   

で300m釘kg体重／日、雌で30m釘kg体重／日であると考えられた。（参照2）  

（2）2年間慢性毒性／尭がん性併合試験（ラット）  

Fiscberラット（一群雌雄各80匹）を用いた混餌（原体：0、50、250及び1，250   

ppm）投与による2年間慢性毒性／発がん性併合試験が実施された。  
各投与群で認められた毒性所見（非腫瘍性病変）は表12に、膵のラ氏島細胞   

腺腫の発生頻度は表13に示されている。   

1，250pp皿投与群の雌雄において盲腸膨満を示す個体が増加し、250ppm以   

上投与群の雌雄に盲腸の絶対・比重量増加が認められた。しかし、盲腸の変化に   

長期投与による重篤化はみられず、病理組織学検査においても異常は認められな   

かったことから、毒性変化とは考えられなかった。   

1，250ppm投与群の雄において、膵のラ氏島細胞腺塵の発生頻度が有意に増加   

したが、用量相関性はみられず、その発生率（6．3％）は本系統ラットの試験実施   

機関における背景的発生頻度（2．2％）と有意差がなく、ラ氏島細胞腺腫の自然発   

生率として報告されている8％を下回るものであったことから、検体投与との関   

連性はないものと考えられた。   

本試験において、1，250ppm投与群の雌雄に体重増加抑制等が認められたので、   

無毒性量は雌雄とも250ppm（雄：8．8mg此g体重／日、雌：10．6mg珠g体重／日）   

であると考えられた。発がん性は認められなかった。（参照2）  

表12 2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット）で認められた毒性所見  

雄   雌   

■体重増加抑制   ・体重増加抑制   

・食餌効率低下   ・MCV減少   

・T月山、直接ビリルビン、   ・脱毛・被毛粗髭化   

GGT増加   ・肝、甲状腺、副腎比重量増加   
・Na＋減少   ・腎近位直尿細管上皮の褐色色素   

・脱毛・被毛粗髭化   （リボフスチン）沈着   

・肝絶対・比重量増加   ・毛嚢拡張   

投与群  

1，250ppm  
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・腎比重皇増加  

250ppm以下  毒性所見なし   毒性所見なし   

表13 膵のラ氏島細胞腺腫の発生頻度  

性別  雄  雌   

投与群（ppm）  0   50   250  1，250  0   50   250  1，250   

最終と  検査動物数   39   36   44   44   38   37   37   37  

殺動物                     ラ氏島細胞腺腫   0   3   0   4   0   0   2   0   

検査動物数   80   80   80   80   80   80   80  

全動物    80                 ラ氏島細胞腹腔  0   4   0   5★   0   O 2   0   

☆：F誌berの直接確率計算法、p＜0．05  

（3）2年間慢性毒性／発がん性併合試験（マウス）   

ICRマウス（一群雌雄各80匹）を用いた混餌（原体：0、50、250及び1，250   

ppm）投与による2年間慢性毒性／発がん性併合試験が実施された。   

1，250ppm投与群の雄で肝絶対・比重量増加、盲腸膨満の発生頻度増加、盲腸   

の絶対・比重量増加が認められた。病理組織学的検査において、盲腸膨満の組織   

像は粘膜、筋層の罪薄化を伴うものの、ほぼ正常構造を維持していたことから、   

盲腸にみられた変化は毒性影響とは考えられなかった。また、最終と殺時に肝細   

胞癌の発生頻度に有意な増加が認められた。しかし、全動物では同群雄で肝細胞   

腹症と肝細胞癌の発生頻度（35侶0）に対照群（24侶0）と比較し有意差は認めら   

れず、用量相関性もみられないことから、肝細胞癌の発生は検体投与に起因する   

ものとは考えられなかった（表14）。   

本試験において、 1，250pp血投与群の雄で肝絶対・比重量増加が認めら叫、雌   

で由、ずれの投与群にも毒性変化は認められなかったので、無毒性量は雄で250   
ppm（20．9mg肱g体重／日）、経で1，250ppm（107mg瓜g体重／日）であると考   

えられた。発がん性は認められなかった。（参照2）  

表14 雄マウスにおける肝細胞腺腫及び肝細胞癌の発生頻度  

性別   最終と殺動物  全動物   

投与群（ppm）   0   50   250  1，250   0   50   250  1，250   
検査動物数   23   32   23   28   80   80   80   80   

肝細胞腺腫   6   9   5   9   14   15   12   19   

肝細胞癌   2   9   3   9★   10   21★   16   16   

★：F址erの直接確率計算法、p＜0．05  

13．生亮発生毒性試験  

（1）2世代繁殖試験（ラット）  

耶sta∫ラット（一群雌雄各30匹）を用いた混餌（原体：0、50、300及び1，800   

ppm）投与による2世代繁殖試験が実施された。  
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各投与群で認められた毒性所見は表15に示されている。300ppm以上投与群  

で雌雄の親動物（P及びFl）及び児動物（F2）に盲腸の内容物うっ滞と膨満が認  

められたが、病理組織学的検査では異常はみられず、毒性変化とは考えられなか  

った。   

本試験において、親動物では1，800ppm投与群の雄（P）及び300ppm以上  

投与群の雌（P及びFl）に体重増加抑制等が、児動物では1，800ppm投与群の  

雌雄（Fl及びF2）に体重増加抑制等が認められたので、無毒性量は親動物の雄  

ではP世代で300ppm（22．4mgfkg体重／日）、Fl世代で1，800ppm（164mg／kg  

体重／日）、雌ではP及びFl世代とも50ppm（P雌：4．Omg肱g体重／日、Fl雌：  

4．7m釘kg体重／日）、児動物ではFl及びF2世代とも300ppm（P雄：22．4m釘kg  

体重／日、P雌：23．4mg耽g体重／日、Fl雄：27．3mg耽g体重／日、Fl雌：26．8mg肱g  

体重／日）と考えられた。繁殖能に対する影響は認められなかった。（参照2）  

表15 2世代繁殖試験（ラット）で認められた毒性所見  

投与群   

1，800  

親  

動  

物  ppm以上  

50ppm   
1，800  

児  

動  

物  

ppm以下   

親：P、児：Fl  親：Fl、児：F2   

雄   雌   雄   雌   

・体重増加抑制  毒性所見なし  

・肝比重量増加  

300ppm以下   ・体重増加抑制  ・体重増加抑制   

毒性所見なし   ・摂餌量減少  ・摂餌量減少  

毒性所見なし  毒性所見なし   

・体重増加抑制  ・体重増加抑制   ・体重増加抑制  ・体重増加抑制  

・月碓対・比拉  ・肘絶対・比重量  

増加   増加   

毒性所見なし   毒性所見なし   毒性所見なし   毒性所見なし   

（2）発生毒性試崩（ラット）  

Wistarラット（一群雌24匹）の妊娠6～15日に強制経口（原体：0、10、100   

及び1，000mg肱g体重／日、溶媒：1％CMC水溶液）投与して発生毒性試験が実施   

された。   

本試験において、100m釘kg体重／日投与群の母動物に体重増加抑制及び摂餌量   

の減少が認められ、胎児には検体投与に起因すると思われる影響は認められなか   

ったので、無毒性量は母動物で10m釘kg体重／日、胎児で1，000mg耽g体重／日で   

あると考えられた。催奇形性は認められなかった。（参照2）  

（3）発生毒性試験（ウサギ）  

日本白色種ウサギ（一群雌19～35匹）の妊娠6～18日に強制経口（原体：0、  

10、100及び1，000m釘kg体重／日、溶媒：1％CMC水溶液）投与して発生毒性試   

験が実施された。  
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本試験において、 いずれの投与群の母動物及び胎児にも、検体投与に起因する  

と思われる影響は静められなかったので、無毒性量は母動物及び胎児とも1，000  

mg肱g体重／日あると考えられた。催奇形性は認められなかった。（参照2）  

14．遺伝毒性試験  

ブロモプチド原体の細菌を用いたDNA修復試験、復帰突然変異試験、チャイ   

ニーズハムスター肺由来培養細胞を用いた染色体異常試験、マウス骨髄細胞を用   

いた小核試験が実施された。結果は表16に示されている。 試験結果は全て陰性   

であったことから、プロモプチドに遺伝毒性はないものと考えられた。  

代謝物及び原体混在物（B、F、L）の細菌を用いた復帰突然変異試験も実施さ   

れており、試験結果はいずれも陰性であった（表16）。（参照2）  

表16 遺伝毒性試験概要  

試験  対象   処理濃度・投与量  結果   

DNA  

修復試験   
10～2，000llg／ディスク   陰性  

励血αロ地物丘血血  

（m98、mlOO、m1535、  

m1537、m柑38株）  10－2，500ll釘プレート（＋／・S9）  陰性  
肋血α庇  

血血  
復帰突然  

原体  
変異試験  

什A9臥mlOO、m1535、  
m1537、恥1538株）  10－1，000ド釘プレート（〟・S9）  陰性  
点戚  

（WP2〟Ⅶd株）  

染色体  チャイニーズハムスター   1．56×10■L2．50×10●4M   

異常試験  肺由来培養細胞（CHL）   （＋／一S9）  
陰性  

ICRマウス骨髄細胞   1，250～5β00mg肱g体重   
陰性  エロIワγこI  小核試験           （一群雄6匹）   

（腹腔内投与）   

B  

（代謝物）   
丘紳血  5－1iOOOl喝／プレート（叶S9）  陰性   

什A98、mlOO、m1535、  

F  血血   復帰突然    m1537TA1538株）           50～5，000膵／プレート（〟・S9）  陰性   
（代謝物）  変異試験  

L  （WP2王JⅦd株）  10－5，000膵／プレート（＋／・S9）  陰性   

注）＋／・S9：代謝活性化系存在下及び非存在下  

15．その他の試験  

（1）ラットにおける盲鹿及び血中塩素イオン濃度に対する影響検討試験  

ラット90日間亜急性毒性試験【11．（2）】において、血清中Cl・濃度の高値、盲腸   

膨満、盲腸重量の増加、盲腸内容物の水分含量増加が認められた。本試験は、   

これらの変化の要因について検討する目的で実施された。  
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SDラット（一群雄5－10匹）にブロモプチドを3，000ppm、ブロモプチドの  

脱プロム代謝物（B）を2，200ppm、臭化ナトリウム（NaBr）を1，000ppmの  

濃度で含有した飼料をそれぞれ5週間摂取させ、血清中Cl－、Br－の測定、血液  

及び盲腸内容物の浸透圧検査、盲腸重量測定及び病理学的検査を行った。   

ブロモプチド投与群では、陰イオンクロマトグラフ法において血清中Br－は高  

値を示したが、Cl・に変動はなかった。NaBr投与群では、陰イオンクロマトグ  

ラフ法で血清中Br－濃度が増加し、イオン電極法では血清中Cl－濃度も増加した。  

イオン電極法（90日間亜急性毒性試験で用いた方法）による血清中Cl－測定は、  

Br・等、他の陰イオンの影響を受けることが知られている。 以上のことから、ブ  

ロモプチドの投与によって発現した血清中Cl・濃度の高値は、ブロモプチド由来  

のBr－がイオン電極法に影響を及ぼしたためと考えられた。   

ブロモプチドの投与により、盲腸膨満、盲腸及び盲腸壁重量増加、盲腸内容  

物の浸透圧の低下が認められた。抗生物質、浸透圧降下剤や糖類をラット、マ  

ウスに投与すると盲腸内で浸透圧の変動や内容物の水分含量の増加が起こり、  

盲腸膨満が誘発されることが知られている。このことから、ブロモプチドの投  

与による盲腸膨満は、盲腸内容物の浸透圧の変動がその要因の一つとなってい  

るものと考えられた。   

一方、代謝物Bの投与では、このような盲腸への影響は詠められなかったこ  

とから、一一連の盲腸の変化にBr一が関連していると考えられた。しかし、NaBr  

の投与でも盲腸には変化が認められず、Br単独では盲腸に影響を及ぼさないと  

考えられた。   

プロモプチドの投与による盲腸重量の増加は、盲腸内容物及び盲腸壁重量の  

増加に起因するものと考えられた。ラット90日間亜急性毒性試験【11．（2）】及び  

2年間慢性毒性／発がん性併合試験【12．（2）］のいずれにおいても、盲腸の組織像  

に異常は認められなかったことから、盲腸壁重量増加は、盲腸内容物の持続的  

な容積増加のために発現した可能性が示唆され、毒性学的意義は少なく、ヒト  

への外挿性も低いと考えられた。（参照2）  
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Ⅱ．食品健康影響評価   

参照に挙げた資料を用いて農薬「ブロモプチド」の食品健康影響評価を実施した。   

ラット及びマウスを用いた動物体内運命試験において、 プロモプチドは速やかに   

吸収、代謝され、投与後7日間でほぼ完全に糞尿中に排泄された。臓器・組織への  

蓄積性は認められなかった。主要代謝物はB、C、D、Ⅰ及びそれらのグルタロン酸  

抱合体であり、主要代謝経路は」脱プロム化、フェニル基の水酸化、知ナプチル基   

の酸化及びそれらのグルクロン酸抱合化であった。   

水稲を用いた植物体内運命試験において、 白米、玄米及び稲わらにおける主要残   

留物は、親化合物、代謝物B、C及びDのグルコシド抱合体であった。主要代謝経   

路は、脱プロム化、如サブチル基、ベンジル位メチル基及びフェニル基4位におけ   

る水酸化、アミド結合の開裂であり、さらに抱合を受ける経路であった。   

プロモプチド及び代謝物Bを分析対象化合物とした水稲における作物残留試験   

の結果、プロモプチドの最大値は、稲わらを除くと、散布57日後に収穫した玄米   

の0．04m釘kgであったこ代謝物Bの最大値は、稲わらを除くと、散布59日及び  

72日後に収穫した玄米の0．18mg肱gであった。また、魚介類におけるブロモプチ  

ドの最大推定残留値は3．89ppmであった。   

各種毒性試験結果から、プロモプチド投与による影響は主に肝臓及び盲腸に認め   

られた。しかし、盲腸の変化には長期投与による重篤化はみられず、病理組織学的  

検査においても異常は認められなかったことから、ヒトへの外挿性も考慮し、毒性  

影響とは考えられなかった。発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性翠び遺伝毒  

性は認められなかった。   

各種試験結果から、食品中の暴露評価対象物質をプロモプチド（親化合物）及び  
代謝物Bと設定した。   

各試験における無毒性量等は表17に示されている。ラットを用いた90日間亜急  

性毒性試験において、雌の6．83m釘kg体重／日投与群でMCV減少が静められたた  

め、無毒性量が設定出来なかったが、より長期のラットを用いた2年間慢性毒性／  

発がん性併合試験においては、本所見の無毒性量は10．6mg肱g体重／日であった。  

一方、ラットを用いた2世代繁殖試験の無毒性量が4．Omg瓜g体重／日であったので、  

より低い無毒性量である本値を「日摂取許容量（ADI）の根拠とすることとした。   

食品安全委員会は、ラットを用いた2世代繁殖試験の無毒性量4．Om釘kg体重／  

日を、安全係数100で除した0．04mg肱g体重／日をADIと設定した。  

ADI   

（ADI設定根拠資料）   

（動物種）   

（期間）   

（投与方法）   

（無毒性量）   

（安全係数）  

0．04mg肱g体重／日  

繁殖試験  

ラット  

2世代  

混餌  

4．Om釘kg体重／日  

100  
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暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認す  

ることとする。  
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表17 各試験における無毒性量の比較  

動物種   試験  
投与量  無毒性量血g収g体重／日）1）  

（mg肱g体重／日）  農薬抄録  

90日間 亜急性  

雄：0、6．71、19．6、67．0、206  

毒性試験   
雄：肝比重量増加等  

雌：MCV減少  

2年間  0、50、250、1，250ppm   雄：8．8  
慢性毒性／   雌：10．6  

発がん性  雄：0、1．73、8．臥46  
雌：0、2．07、10．6、54   

雌雄：体重増加抑制等  

併合試験  （発がん性は認められない）  

0、50、300、1，800ppm   親動物  

P雄：22．4Fl雄：164  

ラット  P雌：4．OFl雌：4．7  

2世代  児動物  

繁殖試験  P】唯：0、4．q、23．4、145   P雄：22．4  Fl雄：27．3  

Fl雄：0、4．7、27．3、164  P雌：23．4Fl雌：26．8  

Fll唯：0、4．7、26．8、162  

親動物及び児動物：体重増加抑制等  

（繁殖能に対する影響は認められない）  

母動物：10  

胎児：1，000  
発生毒性 試  0、10、100、1，000  
験  

母動物：体重増加抑制等  

胎児：毒性所見なし  

（催奇形性は認められない）   

2年間  雄：20．9  

慢性毒性／  
， 

マウス     発がん性  雄：0、4．36、20J9、104  雄：肝絶対・比重量増加  

併合試験   雌：毒性所見なし  
（発がん性は謎められない）  

母動物及び胎児：1000  

ウサギ   発生毒性 試験  0、10、100、1，000  母動物及び胎児：毒性所見なし  

（催奇形性は薄められない）   

90日間   雄：100  

0、100、300、1，00¢      亜急性  雌：300  

毒性試験  雌雄：ALP増加等  
イヌ  

1年間  
雄：300  

慢性毒性  
雌：30  

試験   
雄：毒性所見なし  

雌：Glu減少等   

NOAEL：4．0  

ADI  SF：100  

ADI：0．04   

ADI設定根拠資料  ラット2世代繁殖試験   

NOAEL：無毒性量 SF：安全係数 ADI：一日摂取許容量  
D：無毒性豊橋には、最小毒性量で認められた主な毒性所見を記した。  

－：無毒性量は設定できなかった。  
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＜別紙1：代謝物／分解物等略称＞  

記号   
名称  

（略称）   

B   
deBr・プロモプチ  

（脱プロモ体）   

団  4・OHtプロモプチ   

D  p・OH・プロモプチ   

E  」V2・OH－ブロモブ   

F  DMBz・Amine   

G  deBrrクーOHプロモ   

H  3・COOH－プロモブ   

deBr・3・COOH－プl   

J  BrDMBu・・Acid   

Ⅹ  deBr・4－0‡Ⅰ－プロモ   

di丑rプロモプチド  

L     （ジプロモ体）   

名称  

（略称）   
化学名（ImC）   

1eBr・プロモプチド  

（脱プロモ体）   
〃k，α・ジメチルベンジル）・3，3一ジメチルプチルアミド   

l・OHtプロモプチド   
2・ブロモ・〃（α，α－ジメチルベンジル）－3・ヒドロキシメチル甘  

メチルプチルアミド   

）・OH・プロモプチド   
2プロモー〟（α，α・ジメチルせヒドロキシベンジル）・3，3－  

ジメチルプチルアミド   

V2・OH－ブロモプチド   
2ブロモー〃（α－ヒドロキシメチルーα・メチルベンジル）・3，3・  

ジメチルプチルアミド   

）MBz・Amine   2・フユニルプロパン・㌢アミン   

LeBrrクーOHプロモプチド  〃也，α－ジメチルー4・ヒドロキシベンジノり－3，3・ジメチルプチル   アミド   

卜COOH－プロモプチド   
2一プロモー3・カルポキシ・〟（α，α・ジメチルベンジ′り・3－メチル  

プチルアミド   

3－カルポキシーノV（α，α・ジメチルベンジ′リー3－メチルプチル  
．eBr・3・COOH－プロモプチド     アミド   

irDMBu・・Acid   2一ブロモ・3，3・ジメチルブタン酸   

〃（α，α一ジメチルベンジル）－3－ヒドロキシメチル甘メチル  
eBr寸0‡Ⅰ－プロモプチド     プチルアミド   

i丑rプロモプチド  

（ジプロモ体）   
（原体混在物）   
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＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

ACb   アセチ／レコリン   

al   有効成分量   

Alb   アルブミン   

ALP   アルカリホスファクーゼ   

APTT 活性化部分トロンポプラスチン時間   

BCF   生物濃縮係数   

Cm旺   最高濃度   

CMC   カルポキシメチルセルロース   

GGT   
γ－グルタミルトランスフエラーゼ  

（＝γ－グルタミルトランスペプチダーゼ（γ－GTP））   

Glob   グロブリン   

Glu   グルコース（血糖）   

Hも   ヘモグロビン（血色素量）   

H誌   ヒスタミン   

ⅠIt   へマトクリシト   

5－HT   セロトニン   

LC50   半数致死濃度   

LD50   半数致死量   

LDH   乳酸脱水素酵素   

MCV   平均赤血球容積   

NA   ノルアドレナリン   

PEC   環境中予測濃度   

PHI   最終使用から収穫までの日数   

PLT   血小板数   

PT   プロトロンビン時間   

RBC   赤血球数   

Tl佗   消失半減期   

TAR   総投与（処理）放射能   

℃Bn   総ビリルビン   

℃Cbol   総コレステロール   

TG   トリグリセリド   

Tm虹   最高濃度到達時間   

TP   給費白質   

TRR   総残留放射能   

TTX   テトロドトキシン   

WBC   白血球数   
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＜別紙3：作物残留試験成績＞  

試  
作物名  

験  
圃  

場  

実施弔麦   
数   

水稲   

（露地）（玄米）   

1盟1年度   
2  

水稲   

（露地）（稲わ匂   

1光1年変   

水稲   

（産地）（玄米）   

2    1勝年度   
水稲   

（露地）（稲わQ   

1勝年変   

水稲   

（露地）（玄米）   

2    1減額斐  

水稲   

（草地）噂瀞つ匂   

1漉年度   

水稲   
（露地）（玄米）   

2    1労1年変  

水稲   

（露地）（稲わQ   

1！扮1年露   

水稲   

（露地）（玄米）   

2    ●j●t訟≡  
水稲   

（露地）（稲わQ   

1郵年度   

水稲   
（露地）（玄米）   

2    幻旧年変  
水稲   

（産地）（稲わ鼻   

2ⅨB年度   

水稲   

（露地）（玄米）   

2    肌年変  
水稲   

（蕗地）（稲わ匂   

肋年度   

試 
残留値（mg肱g）  

毎a地由   
験 圃 場  

プロモプチド  B  合計D  

墾   
最高値  平均値  最高値  平均匝  平均直   

107   0．014   0．012   0．08   0．08   0．12  

122   0．022   0．021   0．09   0．09   0．14  

2  3，200G  1  

107   0．294   0．225   0．30   0．28   0．54  

122   0．644   0．409   0．22   0．22   0．47   

86   0．02   0．018   0．17   0．16   0．23  

100   0．01   0．010   0．13   0．07   0．10  

2  2，400G  1  

86   0．23   0．22   0．43   0．30   0．62  

100   0．08   0．07   0．15   0．12   0．22   

114   0．010   0．010   0．10   0．10   0．14  
122   0．011   0．010   0．06   0．06   0．09  

2  2，000SC  1  

114   0．082   0．082   0．27   0．27   0．44  
122   0．055   0．053   0．09   0．08   0．16   

112   ＜0．005  ＜0．005  0．060   0．056   0．08  

147   0．005  0．005★  0．015   0．015   0．03  

2  2，000SC  1  

112   0．01   0．01士   0．082   0．064   0．095  

147   0．04   0．03   0．037   0．030   0．070   

115   0．006  0．005★  0．034   0．024   0．04  

2   900J   1  

115   0．20   0．12   0．09   0．07   0．21   

57～59   0．04   0．03   0．18   0．12   0．20  
72～75   0．02   0．02   0．18   0．15   0．21  

82～90   0．02   0．02史   0．17   0．09   0．14  
2  1，800G  2  

57～59   0．58   0．38   0．49   0．26   0．74  
72－75   0．22   0．17   0．42   0．34   0．62  

82～90   0．21   0．11   0．59   0．29   0．50   

75   0．02   0．01士   0．14   0．10   0．11  
90   ＜0．01   ＜0．01   0．07   0．04   0．06  

100   ＜0．01   ＜0．01   0．07   0．04   0．06  
2  1，500Wア  2  

75   0．55   0．32   0．30   0．18   0．56  

90   0．61   0．28   0．17   0．12   0．44  

100   0．22   0．11   0．15   0．12   0．31   

注）1）：プロモプチド平均値十代謝物B平均値×1．34   

・使用欄にG・印は粒剤、SC印はフロアブル剤、WP印は水和剤、J印はジャンボ剤を用いた。   

・一部に定量限界未満を含むデータの平均を計算する場合は、定量限界を検出したものとして  

計算し、一間を付した。   

・全てのデータが定量限界未満の場合は定量限界の平均に＜を付して記載した。  
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＜参照＞  

1食品、添加物等の規格基準（昭和34年厚生省告示第370号）の一部を改正する件（平成   

17年11月29日付、平成17年厚生労働省告示第499号）  

2 農薬抄録 プロモプチド（除草剤）（平成19年7月20日改訂）：住友化学株式会社  

3 食品健康影響評価について：第207回食品安全委員会資料1－1   

（URL；http：〝ⅣWW．fbc．gojp心nkniA－dai207／dai207kai－8iryoul・1．pdf）  

4 プロモプチドの魚介類における最大推定残留値に係る資料  

5 暫定基準を設定した農薬等に係る食品安全基本法第24条第2項の規定に基づく食品健康   

影響評価について：第207回食品安全委員会資料1－3   

（URL；http：〝www．鈷e．go．jpninkai＾・dai207／dai207kai・8iryoul－3．pdf）  

6 第9回食品安全委員会農薬専門調査会確認評価第一部会   

（URL；http：〟ⅣWW．飴c．gojp／senmon／nouyaku戊akuninl＿dai9／hdex．html）  

7 第31回食品安全委員会農薬専門調査会幹事会   

（tJRI．；http：〝m飴c．gojp／senmon／nouyakunianjikaLdai31尺ndex．htmi）  
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、謬蒜－  
資料3－7－1  

厚生労働省発食安第1017008号  

平成19年10月17 日  

薬事・食品衛生審議会   

会長 望月一 正隆 殿   

明
」
」
舅
」
 
闇
閻
肛
陸
 
 
 

厚生労働大臣  

諮 問 書  

食品衛生法（昭和22年法律第233号）第11条第1項の規定に基づき、・下記の  

事項について、貴会の意見を求めます。  

記  

次に掲げる農薬の食品中の残留基準設定について  

メトキシフェノジド  

－1－  
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資料3－7－2  

平成20年1月10日  

薬事・食品衛生審議会   

食品衛生分科会長 吉倉 庫 殿  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会   

農薬・動物用医薬品部会長 大野 泰雄  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会  

農薬・動物用医薬品部会報告について   

平成19年10月17日厚生労働省発食安第1017008号をもって諮問された、  

食品衛生法（昭和22年法律第233号）第11条第1項の規定に基づくメトキシフェ  

ノジドに係る食品規格（食品中の農薬の残留基準）の設定について、当部会で審議を行  

った結果を別添のとおり取りまとめたので、これを報告する。  
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（別添）  

メトキシフェノジド  

1・品目名：メトキシフェノジド（Methoxyfenozide）   

2．用途：殺虫剤   

ベンゾイルヒドラジン系殺虫剤である。作用機構としては、昆虫の脱皮ホルモン（ェ  

クダイソン）様作用を示し、幼虫における異常脱皮を促すことにより効果を発現する   

と考えられている。  

3・化学名：肘tert－プチルー〝－（3－メトキシー0－トルオイル）－3，5ヰシロヒドラジド   

4．構造式及び物性  

H。。＿ふ‾茫  
分子式 C22H28N203  

分子量  368．48  

水溶解度 3．3mg／L（20℃）  

分配係数logl。Pow＝3．72（24．7±1．4℃）  

（メーカー提出資料より）   

－5－  



5．適用病害虫の範囲及び使用方法   

本薬の適用病害虫の範囲及び使用方法は以下のとおり。  

（1）0．5％メトキシフェノジド粉剤  

本剤及びメトキシフ  

作物名   適用病害虫   使用量   使用時期  ェノジドを含む農薬  

の総使用回数   

コプノメイガ  
3～4kg／10a   

ニカメイチュウ  
稲  収穫14日前まで   

イネットムシ  
3回以内   散布  

4kg／10a   
フタオピコヤガ  

（2）20％メトキシフェノジドフロアブル  

本剤及びメトキ  

作物名   
シフェノジドを  

適用病害虫  希釈倍数  散布液量   使用時期  
含む農薬の総使  

使用方法   

用回数  

4000′－  
ハマキムシ類  

6000倍   

りんご  ケムシ類  200～700  
6000倍  

ヨモギェダシヤク  L／10a   
3回以内   

キンモンホソガ  2000倍   

おうとう  ハマキムシ類  6000倍  収穫3日前まで   

コナガ   1000倍   

アオムシ  

ヨトウムシ  2000～  

キャベツ  
150～350  

収穫7日前まで   

クマナギンクワバ  2回以内  
散布  

L／10a  
オオタバコガ  2000倍  

ハイマダラノメイガ   

アオムシ  
はくさい  

4000倍  
収穫3日前まで  

いちご   
ハスモンヨトウ  

3回以内   

ピーマン  
100～300  

ししとう  
L／10a   

収穫前日まで  

なす  
2回以内  

オオタバコガ  2000倍   

トマト  

－6－  
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（2）20％メトキシフェノジドフロアブル（つづき）  

本剤及びメトキ  

作物名   
シフェノジドを  

適用病害虫  希釈倍数  散布液量   使用時期  
含む農薬の絶佳  

使用方法   

用回数  

ハスモンヨトウ  2000～  150～300  
レタス  

4000倍  L／10a   
収穫3日前まで   

2回以内   
150へノ200  

ねぎ   シロイチモジョトウ  4000倍  
L／10a   

収穫14日前まで   

4000～  100～150  
てんさい   ヨトウムシ  

6000倍  L／10a   
収穫7日前まで   3回以内   

チャハマキ   4000倍   

チャノホソガ  
200′）400  

茶  チャノコカクモンハマキ  摘採7日前まで   
散布  

8000倍  L／10a  
ヨモギエダシヤク   

8000倍   

ハスモンヨトウ    はすいも  100～150  
2回以内  

（葉柄）  

2000倍  
L／10a   

収穫前日まで   

ハスモンヨトウ  
プロツ＝り－  150′、300  

ヨトウムシ   4000倍  
L／10a   

はなっこり－  ハスモンヨトウ  収穫前日まで   

（3）9％メトキシフェノジドフロアブル  

本剤及びメトキ  

作物名   
シフェノジドを  

適用病害虫  希釈倍数  散布液量   使用時期  
含む農薬の総使  

使用方法   

用回数  

800mL  無人ヘリコプター  
16倍  

／10a   
だいず  ハスモンヨトウ  収穫7日前まで   2回以内  

による散布  

150～300  
2000倍  

L／10a  

ニカイメイチュウ  
100～150  

散布   

イネットムシ  
L／10a   

稲  コブノメイガ   収穫14日前まで   3回以内  

800mL  無人ヘリコプター  
コブノメイガ   16倍  

／10a  による散布   
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